
『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
一
面

『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
一
面

「
感
動
詞
」
の
用
法
か
ら

関

一

雄

 
 
は
じ
め
に

 
物
語
文
学
の
会
話
文
は
、
物
語
と
い
う
舞
台
に
登
場
し
て
く
る
人
物
（
役
者
）

が
相
互
に
交
わ
し
合
う
セ
リ
フ
で
あ
り
、
地
の
文
が
描
き
上
げ
る
人
物
の
動
き

（
演
技
）
と
情
景
（
背
景
）
と
そ
れ
ら
の
時
間
の
流
れ
と
の
中
で
、
語
り
手
に

よ
っ
て
す
べ
て
が
実
現
す
る
。
語
り
手
は
、
時
に
は
舞
台
に
黒
子
と
な
っ
て
登

場
し
、
そ
の
セ
リ
フ
や
演
技
に
コ
メ
ン
ト
し
て
、
観
客
（
聴
者
）
を
飽
き
さ
せ

な
い
。
 
 
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
し
て
も
、
会
話
文
の
存
在
し
な
い
物
語

は
な
く
、
『
源
氏
物
語
』
以
前
の
成
立
と
さ
れ
る
『
竹
取
物
語
』
『
落
窪
物
語
』

『
う
つ
ほ
物
語
』
等
の
会
話
の
多
さ
も
自
然
に
了
解
さ
れ
る
。

 
し
か
し
、
会
話
文
を
必
ず
し
も
物
語
の
核
と
し
な
い
『
源
氏
物
語
』
に
お
い

て
は
、
殊
に
「
会
話
文
」
自
体
の
認
定
が
容
易
で
な
い
。
そ
の
よ
う
な
困
難
を

克
服
す
べ
く
、
様
々
な
指
標
が
考
え
ら
れ
い
る
。

 
 
会
話
文
に
は
会
話
文
自
体
に
独
自
の
表
現
が
あ
っ
て
、
一
般
に
地
の
文
と

 
区
別
さ
れ
て
い
る
。
丁
寧
語
の
「
侍
り
」
、
謙
譲
語
あ
る
い
は
丁
寧
語
と
い

 
わ
れ
る
下
二
段
の
「
給
ふ
」
の
使
用
が
あ
り
、
主
観
性
の
強
い
終
助
詞
が
集

 
中
し
て
い
る
。
省
略
構
文
の
多
い
こ
と
も
会
話
文
の
特
徴
で
あ
る
し
、
感
動

 
詞
の
多
用
、
命
令
表
現
や
意
志
・
願
望
の
表
現
も
会
話
文
に
際
立
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
（
鈴
木
一
雄
「
源
氏
物
語
の
会
話
文
」
〈
『
源
氏
物
語
講
座
』

 
 
 
 
 
 
 
 
第
七
巻
所
収
・
一
九
七
一
年
〉
［
傍
線
は
関
］

 
些
細
な
こ
と
で
、
右
の
常
識
的
と
も
言
え
る
説
明
に
ケ
チ
を
つ
け
る
よ
う
で

あ
る
が
、
「
感
動
詞
の
多
用
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
首
肯
し
が
た
い
点
が
あ
る
。

「
感
動
詞
の
使
用
」
で
あ
れ
ば
、
問
題
は
な
く
有
効
な
指
標
の
一
で
あ
る
。

 
宮
島
達
夫
「
語
い
の
類
似
度
」
（
「
国
語
学
」
八
二
集
・
一
九
七
〇
年
）
に
よ

れ
ば
、
『
源
氏
物
語
』
の
「
こ
と
な
り
語
数
」
一
一
四
二
三
語
の
う
ち
で
、
感

動
詞
は
一
九
語
、
○
・
二
％
で
あ
る
。
も
っ
と
も
同
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

一
四
の
古
典
作
品
の
う
ち
で
、
『
源
氏
物
語
』
の
も
の
は
特
に
低
い
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
同
じ
「
物
語
」
で
あ
る
『
竹
取
』
『
伊
勢
』
も
○
・
二
％
、
『
更

級
日
記
』
『
古
今
和
歌
集
』
の
○
・
三
％
が
、
高
い
方
の
も
の
と
い
う
具
合
で

あ
る
（
「
の
べ
語
数
」
の
表
も
示
さ
れ
て
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
）
。
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こ
の
よ
う
な
数
値
か
ら
す
れ
ば
、
一
般
的
に
古
典
作
品
で
は
、
感
動
詞
の
使

用
は
抑
制
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
特
徴
と
い
う

ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
は
あ
る
。

 
 
一
 
擬
古
物
語
（
中
世
王
朝
物
語
）
の
会
話
文
に
見
る
「
感
動
詞
」

 
最
初
に
、
右
に
述
べ
た
“
「
感
動
詞
」
の
抑
制
”
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、

平
安
時
代
の
物
語
の
影
響
の
も
と
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
の
物
語
、

い
わ
ゆ
る
擬
古
物
語
（
最
近
で
は
「
中
世
王
朝
物
語
」
と
呼
ば
れ
る
）
を
取
り

上
げ
て
、
比
較
の
対
象
と
す
る
。

 
寛
元
三
（
一
二
四
五
）
年
か
ら
文
永
八
（
一
二
七
一
）
年
0
間
に
成
立
し
た
と
い

わ
れ
る
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
一
節
に
、
次
の
よ
う
な
場
面
が
あ
る
。

 
 
ま
た
、
幼
き
童
た
ど
り
来
て
、
（
童
）
「
あ
な
た
に
人
の
言
ひ
は
べ
り
つ
る

 
は
、
三
位
中
将
殿
と
そ
申
す
」
と
言
ふ
な
り
。
（
侍
従
）
「
あ
な
か
ま
」
と
手
か

 
か
れ
て
、
「
よ
な
、
后
の
宮
の
御
悩
み
重
し
と
て
、
御
使
ひ
に
山
に
登
り
た

 
ま
へ
り
け
る
が
、
夜
を
こ
め
て
急
ぎ
帰
り
た
ま
ふ
な
る
」
と
言
ふ
に
も
、
す

 
ず
う
に
胸
つ
ぶ
る
る
ぞ
あ
い
な
き
や
。
（
巻
一
）

 
音
羽
の
山
里
の
尼
上
の
家
で
、
さ
び
し
く
暮
ら
す
ヒ
ロ
イ
ン
我
身
姫
の
も
と

に
、
後
に
な
っ
て
そ
れ
と
知
れ
る
異
母
兄
の
三
位
中
将
が
、
突
然
に
訪
れ
る
場

面
で
あ
る
。
引
用
は
今
井
源
衛
氏
と
春
秋
会
の
共
同
研
究
に
な
る
テ
キ
ス
ト
か

ら
、
 
一
部
表
記
を
改
め
た
も
の
だ
が
、
「
手
か
か
れ
て
」
の
同
書
の
【
語
釈
】

に
「
あ
な
か
ま
、
と
手
か
く
も
の
か
ら
」
（
源
氏
物
語
、
夕
顔
）
と
あ
る
。
そ

こ
で
、
『
源
氏
物
語
』
か
ら
、
そ
の
前
後
を
少
し
長
め
に
引
用
し
て
み
る
。

『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
一
面

 
 
（
四
光
↓
源
氏
）
「
（
略
）
一
日
、
前
駆
お
ひ
て
渡
る
車
の
侍
し
を
の
ぞ
き
て
、

 
童
べ
の
急
ぎ
て
、
「
右
近
の
君
こ
そ
、
ま
つ
も
の
見
給
へ
。
中
将
殿
こ
そ
こ

 
れ
よ
り
渡
り
給
ひ
ぬ
れ
」
と
言
へ
ば
＼
ま
た
よ
ろ
し
き
大
人
出
で
来
て
、

 
「
あ
な
か
ま
」
と
手
か
く
も
の
か
ら
、
「
い
か
で
さ
は
知
る
ぞ
。
い
で
見
む
」

 
と
て
は
ひ
渡
る
。
打
橋
だ
つ
物
を
道
に
て
な
む
通
ひ
侍
。
急
ぎ
来
る
も
の

 
は
、
衣
の
裾
を
も
の
に
引
き
か
け
て
、
よ
う
ぼ
ひ
倒
れ
て
、
橋
よ
り
落
ち
ぬ

 
ぺ
け
れ
ば
、
「
い
で
、
こ
の
葛
城
の
神
こ
そ
さ
が
し
う
し
お
き
た
れ
」
と
む

 
つ
か
り
て
、
も
の
の
ぞ
き
の
心
も
さ
め
ぬ
め
り
き
。
（
略
）
」

 
惟
光
の
源
氏
へ
の
報
告
は
詳
細
を
極
め
て
い
る
。
「
童
べ
」
の
言
っ
た
言
葉
、

「
大
人
」
の
言
っ
た
言
葉
の
端
々
ま
で
伝
え
て
い
る
。
そ
の
典
型
的
な
も
の
が

「
大
人
」
の
発
す
る
感
動
詞
「
い
で
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
臨
場
感
を
も
っ
て
源

氏
の
期
待
に
応
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
同
時
に
注
意
さ
れ
る
こ
と

は
、
感
動
詞
「
い
で
」
は
、
宮
島
達
夫
『
古
典
対
照
語
い
表
』
（
一
九
七
一
年
）

で
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
は
一
＝
例
と
多
用
さ
れ
る
言
わ
ば
平
安
時
代
の
物

語
用
語
と
し
て
の
会
話
の
そ
れ
で
あ
っ
た
、
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

 
恐
ら
く
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
前
掲
場
面
は
、
「
夕
顔
」
と
「
我
身
姫
」

と
い
う
素
性
の
定
か
で
な
い
女
の
も
と
に
「
中
将
」
名
の
男
が
登
場
し
て
く
る

と
い
う
共
通
性
か
ら
し
て
も
、
前
者
の
作
者
は
『
源
氏
物
語
』
を
熟
読
し
て
お

り
、
今
井
【
語
釈
】
の
示
唆
す
る
通
り
、
夕
顔
巻
を
念
頭
に
書
か
れ
て
い
る
と

見
て
よ
か
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
夕
顔
巻
に
は
な
い
「
童
」
の
発
し
た

「
よ
な
」
は
、
い
か
に
も
会
話
主
体
の
個
性
を
表
す
に
ふ
さ
わ
し
い
感
動
詞
と

言
え
よ
う
。
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『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
一
面

 
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
会
話
文
に
お
け
る
感
動
詞
が
そ
の
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
の
が
、
巻
六
に
登
場
す
る
「
前
斎
宮
（
狂
斎
宮
・
狂
言
）
」
と
呼
称

さ
れ
る
人
物
の
も
の
で
あ
る
。
（
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
論
述
の
都
合
上
、

本
稿
の
最
後
に
説
明
を
加
え
る
。
）

 
1
し
ば
し
も
局
な
ど
に
る
れ
ば
、
い
と
ど
御
物
の
け
お
こ
り
て
、
（
前
斎
宮
）

 
 
「
を
う
、
を
う
」
と
の
み
の
の
し
ら
せ
た
ま
へ
ば
、

 
2
（
前
斎
宮
）
「
さ
て
も
こ
の
扇
よ
、
誰
が
そ
や
。
こ
れ
知
ら
ん
や
。
さ
い
、

 
 
こ
れ
問
へ
や
。
（
略
）
」

 
3
（
前
斎
宮
）
「
や
や
、
正
体
無
。
さ
れ
ど
も
、
い
か
さ
ま
に
も
。
（
略
）
」

 
4
と
り
つ
き
て
、
（
前
斎
宮
）
「
や
や
」
と
病
ま
せ
た
ま
へ
ば
、

 
こ
の
よ
う
な
中
世
の
物
語
の
感
動
詞
の
用
法
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
一
般

的
な
記
述
も
当
た
っ
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。

 
 
貴
族
精
神
の
反
映
と
し
て
、
外
面
的
な
美
を
重
ん
じ
た
王
朝
文
学
に
お
い

 
て
は
、
露
骨
直
情
を
避
け
る
傾
向
が
強
く
、
日
常
生
活
に
お
け
る
卑
近
な
会

 
話
を
そ
の
ま
ま
文
章
に
の
せ
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
感
動
詞

 
の
よ
う
な
感
情
の
直
接
的
表
現
の
語
は
、
文
章
表
現
に
お
い
て
は
文
面
に
表

 
わ
さ
な
い
か
、
表
わ
し
て
も
よ
そ
行
き
の
文
章
語
と
し
て
画
一
化
さ
れ
た
形

 
で
表
わ
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
（
森
田
良
行
「
感
動
詞
の
変
遷
」
『
品
詞
別

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
日
本
文
法
講
座
』
第
六
巻
所
収
・
一
九
七
三
年
）

 
し
か
し
、
そ
の
数
少
な
い
感
動
詞
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
に
巧
み
に

用
い
ら
れ
、
会
話
文
の
前
後
の
場
面
を
描
き
上
げ
る
こ
と
に
も
少
な
か
ら
ぬ
効

果
を
あ
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 
 
二
 
『
源
氏
物
語
』
の
少
数
用
例
の
感
動
詞
ω

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会
話
主
体
の
個
性
を
表
す
も
の
i

ω
あ
あ
（
1
例
）

 
 
も
ロ
つ

 
○
黒
く
に
耳
も
お
ぼ
く
し
か
り
け
れ
ば
、
（
尼
君
）
「
あ
㌧
」
と
傾
き
て
る

 
 
た
り
。
（
若
菜
上
（
三
）
二
七
一
ぺ
）

 
明
石
女
御
の
お
側
に
仕
え
る
母
尼
君
に
、
明
石
上
は
見
苦
し
い
と
い
っ
て
た

し
な
め
る
。
老
い
た
母
親
に
は
娘
の
言
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
「
あ
、
」

の
一
言
が
、
こ
の
場
面
で
の
尼
君
の
様
子
を
見
事
に
描
き
上
げ
て
い
る
。

 
な
お
、
『
紫
式
部
日
記
』
に
も
、
同
じ
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
方

は
幼
い
宮
の
言
葉
で
あ
る
。

 
●
う
へ
に
「
い
と
宮
（
弟
宮
）
い
だ
き
奉
ら
む
」
と
、
殿
の
た
ま
ふ
を
、
い
と

 
 
ね
た
き
こ
と
に
し
給
ひ
て
、
（
兄
宮
）
「
あ
あ
」
と
さ
い
な
む
を
、
う
つ
く
し

 
 
が
り
き
こ
え
給
ひ
て
、
申
し
給
へ
ば
、
右
大
将
な
ど
興
じ
き
こ
え
給
ふ
。

 
 
（
五
〇
五
ぺ
）

②
お
い
（
1
例
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ

 
○
（
乳
母
ノ
娘
達
）
「
（
略
）
」
と
説
き
聞
か
す
。
（
大
夫
監
）
「
お
い
、
然
り
く
」
と

 
 
う
な
づ
き
て
、
（
玉
婁
（
二
）
三
四
〇
ぺ
）

 
 
肥
後
の
田
舎
者
の
言
葉
が
写
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
枕
草
子
』
で
は
、

 
清
少
納
言
の
言
葉
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
●
も
の
も
い
は
で
、
御
簾
を
も
た
げ
て
そ
よ
う
と
さ
し
入
る
る
、
呉
竹
な
り

 
 
け
り
。
（
清
少
）
「
お
い
、
こ
の
君
に
こ
そ
」
と
い
ひ
わ
た
る
を
聞
き
て
、
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（一

O
七
段
一
九
一
ぺ
）

⑧
を
（
1
例
）

 
○
（
内
大
臣
）
「
い
づ
ら
、
こ
の
近
江
の
君
、
こ
な
た
に
」
と
召
せ
ば
、
（
近
江
ノ

 
君
）
「
を
」
と
、
い
と
け
ざ
や
か
に
聞
こ
え
て
、
出
で
来
た
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
行
幸
（
三
）
八
三
ぺ
）

 
姫
君
に
は
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
応
答
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

『
落
窪
物
語
』
に
、
男
の
少
将
の
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

 
●
少
将
、
「
御
返
り
は
い
か
ゴ
申
さ
ん
」
と
い
へ
ば
、
（
北
ノ
方
）
「
（
略
）
」
と

 
 
の
給
へ
ば
、
（
少
将
）
「
を
」
と
て
立
ち
ぬ
。
 
（
巻
四
二
二
七
ぺ
）

ω
を
を
（
1
例
）

 
○
（
薫
ガ
）
か
く
の
給
へ
ば
、
う
れ
し
き
に
も
涙
の
落
つ
る
を
、
は
っ
か
し
と

 
 
思
ひ
て
、
（
小
君
）
「
を
＼
」
と
荒
ら
か
に
聞
こ
え
る
た
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
夢
浮
橋
（
五
）
四
〇
〇
ぺ
）

 
幼
い
小
君
が
、
涙
を
抑
え
る
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
返
事
を
す
る
様
子
が

「
を
＼
」
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

 
 
三
 
『
源
氏
物
語
』
の
少
数
用
例
の
感
動
詞
②

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
緊
張
（
緊
迫
）
し
た
情
景
を
表
す
も
の

ω
く
は
や
（
2
例
）

 
○
又
の
日
、
（
命
婦
ガ
）
上
に
さ
ぶ
ら
へ
ば
、
台
盤
所
に
さ
し
の
ぞ
き
給
て
、

 
 
（
源
氏
）
「
く
は
や
、
き
の
ふ
の
返
り
事
、
あ
や
し
く
心
ば
み
過
ぐ
さ
る
＼
」

 
 
と
て
、
投
げ
給
へ
り
。
（
末
摘
花
（
一
）
二
三
〇
ぺ
）

『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
一
面

 
○
（
縮
髪
）
「
（
計
略
）
人
の
あ
や
し
と
思
ひ
侍
ら
む
こ
と
」
と
、
わ
び
た
ま
へ

 
 
ば
、
（
源
氏
）
「
く
は
や
」
と
て
出
で
給
ふ
に
、
（
篭
火
（
三
）
三
一
ぺ
）

 
両
例
と
も
、
相
手
（
命
婦
・
玉
髪
）
に
呼
び
か
け
て
い
る
言
葉
に
は
違
い
な

い
が
、
前
者
は
、
翌
日
、
命
婦
の
い
る
台
盤
所
ま
で
出
掛
け
て
い
っ
て
、
末
摘

花
へ
の
歌
を
託
す
場
面
で
あ
り
、
後
者
は
、
源
氏
が
玉
髭
へ
の
求
愛
の
歌
を
詠

ん
で
贈
っ
た
の
に
対
し
、
玉
婁
が
、
迷
惑
だ
と
の
趣
旨
の
歌
と
返
事
で
答
え
た

の
に
、
源
氏
が
「
く
は
や
」
と
だ
け
言
っ
て
、
そ
の
場
を
去
る
場
面
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
「
く
は
や
」
は
、
一
瞬
緊
張
し
た
雰
囲
気
・
情
景
を
醸
し
出
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
そ
よ
や
（
2
例
）

 
○
い
と
、
聖
だ
ち
、
す
く
く
し
き
律
師
に
て
、
ゆ
く
り
な
く
、
（
律
師
↓
御

 
 
息
所
）
「
そ
よ
や
。
こ
の
大
将
は
、
い
つ
よ
り
こ
＼
に
は
ま
る
り
通
ひ
給

 
 
ぞ
」
と
問
ひ
官
給
。
（
御
息
所
↓
律
師
）
「
（
略
）
」
と
聞
こ
え
給
。
（
律
師
↓
御
息

 
 
所
）
「
い
で
、
あ
な
か
た
は
。
な
に
が
し
に
隠
さ
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。

 
 
（
略
）
」
（
夕
霧
（
四
）
一
〇
四
ぺ
）

 
○
（
夕
霧
）
「
そ
よ
や
。
そ
も
あ
ま
り
に
お
ぼ
め
か
し
う
、
言
ふ
か
ひ
な
き
御
心

 
 
な
り
。
（
略
）
」
（
夕
霧
（
四
）
一
二
八
ぺ
）

 
前
者
は
、
律
師
が
落
葉
宮
の
母
御
息
所
に
、
大
将
（
夕
霧
）
は
い
つ
か
ら
宮

の
と
こ
ろ
に
通
っ
て
い
る
の
か
と
尋
ね
、
御
息
所
が
否
定
す
る
と
、
追
求
の
手

を
ゆ
る
め
ず
、
「
い
で
、
あ
な
」
と
感
動
詞
を
重
ね
る
場
面
で
あ
る
。
律
師
の

用
い
る
感
動
詞
が
緊
迫
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
後
者
は
、
落
葉
宮
の
住
む

小
野
に
出
か
け
、
小
少
将
の
君
に
伝
言
を
す
る
。
小
少
将
の
話
を
聴
き
、
宮
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『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
一
面

の
生
活
ぶ
り
を
「
い
ふ
か
ひ
な
し
」
と
強
く
批
判
す
る
。
「
そ
よ
や
」
は
、
こ

こ
で
も
夕
霧
の
言
葉
が
こ
の
場
面
に
緊
迫
感
を
醸
し
出
す
も
の
と
な
っ
て
い

る
。㈹

や
（
2
例
）

 
○
（
空
蝉
ハ
）
物
に
お
そ
は
る
＼
心
ち
し
て
、
「
や
」
と
お
び
ゆ
れ
ど
、
顔
に
衣

 
 
の
さ
は
り
て
、
お
と
に
も
立
て
ず
。
（
黒
木
（
一
）
六
六
ぺ
）

 
○
（
源
氏
）
「
ま
だ
お
ど
ろ
い
給
は
じ
な
。
い
で
、
御
目
覚
ま
し
き
こ
え
む
。

 
 
か
＼
る
朝
霧
を
知
ら
で
は
寝
る
も
の
か
」
と
て
入
り
給
へ
ば
、
（
少
納
言
）

 
 
「
や
」
と
も
え
聞
こ
え
ず
。
（
若
紫
（
一
）
一
九
二
ぺ
）

 
前
者
は
、
空
蝉
の
寝
室
に
突
如
侵
入
し
た
源
氏
に
空
蝉
が
発
し
た
言
葉
で
あ

り
、
後
者
は
源
氏
が
若
紫
を
二
条
院
に
連
れ
出
す
場
面
で
、
乳
母
の
少
納
言
は

「
や
」
と
も
言
え
な
い
、
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
こ
の
「
や
」
は
、
制
止
の
言

葉
と
も
と
ら
れ
る
が
、
両
例
と
も
緊
迫
し
た
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ω
や
や
（
2
例
）

 
○
（
源
氏
が
空
蝉
ヲ
）
か
き
抱
き
て
障
子
の
も
と
に
出
で
給
に
ぞ
求
め
つ
る
中
将

 
 
だ
っ
人
来
あ
ひ
た
る
。
（
源
氏
）
「
や
＼
」
と
の
給
に
あ
や
し
く
て
、
探
り
寄

 
 
り
た
る
に
ぞ
い
み
じ
く
に
ほ
ひ
満
ち
て
、
（
帯
木
（
一
）
六
七
ぺ
）

 
○
ま
つ
こ
の
遅
い
か
に
な
り
ぬ
る
ぞ
と
（
源
氏
ハ
）
思
ほ
す
さ
わ
ぎ
に
、
身
の

 
 
上
も
知
ら
れ
給
は
ず
、
添
ひ
臥
し
て
、
「
や
＼
」
と
お
ど
ろ
か
し
給
へ
ど
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
夕
顔
（
一
）
一
二
四
ぺ
）

 
前
者
は
、
空
蝉
を
抱
き
抱
え
て
奥
の
寝
所
に
連
れ
て
い
く
途
中
で
、
中
将
の

君
に
出
く
わ
す
場
面
で
あ
る
。
後
者
は
、
息
途
絶
え
た
夕
顔
を
呼
び
覚
ま
そ
う

と
す
る
場
面
で
、
と
も
に
源
氏
の
発
し
た
言
葉
で
あ
る
。
前
項
の
「
や
」
と
近

似
し
て
い
る
が
、
後
者
の
用
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
方
が
呼
び
掛
け

の
働
き
が
強
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
緊
迫
し
た
情
況
下
で
用
い
ら
れ
た
言
葉
で

あ
る
。

 
 
四
 
「
や
」
「
や
や
」
の
他
作
品
の
用
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
源
氏
物
語
』
と
の
相
違

 
前
節
で
取
り
上
げ
た
感
動
詞
の
中
で
、
用
例
が
作
品
に
よ
っ
て
は
数
例
見
出

さ
れ
る
「
や
」
と
「
や
や
」
に
つ
い
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
そ
れ
と
の
比
較
を

し
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
用
法
の
特
徴
が
更
に
明
ら
か

に
な
る
と
考
え
る
。

「
や
」

 
『
蜻
蛉
日
記
』
の
歌
と
会
話
文
に
一
例
ず
つ
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
・
『
狭
衣
物

語
』
の
会
話
文
に
一
例
ず
つ
見
出
さ
れ
る
が
、
一
、
二
例
で
は
当
該
作
品
の
特

徴
に
は
結
び
付
け
難
い
の
で
、
四
例
の
存
す
る
『
栄
花
物
語
』
を
取
り
上
げ

る
。1

御
子
い
か
い
か
と
な
き
泣
き
た
ま
ふ
。
あ
な
う
れ
し
と
思
ひ
て
、
後
の
御
事

 
ど
も
を
思
ひ
騒
ぐ
ほ
ど
ぞ
い
み
じ
き
。
「
や
」
と
の
の
し
る
ほ
ど
に
、
や
が

 
て
消
え
入
ら
せ
た
ま
ひ
に
け
り
。
（
巻
一
月
の
宴
四
五
ぺ
）

2
八
事
の
方
は
お
は
す
べ
き
有
様
に
も
あ
ら
ざ
め
り
、
と
か
く
の
こ
と
の
を
り

 
に
、
い
か
に
あ
は
れ
に
悲
し
う
心
細
く
、
誰
か
は
「
や
」
と
も
言
は
ん
と
す

 
ら
む
と
、
尽
き
も
せ
ず
思
さ
る
。
（
巻
五
浦
々
の
別
二
六
三
ぺ
）
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3
こ
の
姫
君
の
御
気
色
の
た
だ
変
り
に
変
り
ゆ
け
ば
、
や
、
こ
は
い
か
に
す
る

 
わ
ざ
そ
や
と
、
ま
ど
ひ
た
ま
ふ
に
、
ゆ
ゆ
し
う
悲
し
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
一
六
も
と
の
し
つ
く
二
二
七
ぺ
）

4
四
の
宮
（
敦
道
親
王
）
、
い
ろ
い
ろ
の
御
衣
ど
も
に
、
濃
き
御
衣
な
ど
の
上
に
、

 
織
物
の
御
直
衣
を
奉
り
て
、
御
簾
の
片
そ
ば
よ
り
さ
し
出
で
さ
せ
た
ま
ひ

 
 
 
 
 
 
お
と
ど

 
て
、
「
や
、
大
臣
こ
そ
」
と
申
さ
せ
た
ま
へ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
三
 
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
 
一
四
七
ぺ
）

 
1
は
、
中
宮
安
子
が
電
子
内
親
王
を
出
産
後
、
莞
去
す
る
場
面
で
、
「
や
」

が
安
子
の
死
に
驚
愕
す
る
付
き
添
い
の
者
た
ち
の
緊
迫
感
を
表
す
感
動
詞
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
2
は
、
人
の
最
期
を
看
取
る
時
の
語
と
し
て
用
い
ら
れ

た
も
の
で
、
『
新
編
全
集
』
の
注
に
「
母
貴
子
の
最
期
を
看
取
る
者
は
、
自
分

の
ほ
か
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
、
の
意
。
」
と
あ
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
3
は
、
娘

の
長
家
室
の
病
状
の
悪
化
に
豊
北
の
方
の
う
ろ
た
え
る
様
子
を
、
「
や
」
で
表

し
て
い
る
。
こ
の
三
例
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
そ
れ
と
同
じ
く
緊
張
・
緊
迫
の

情
況
を
表
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
人
の
最
期
と
か
そ
れ
に
つ
な
が
る
病
状

の
悪
化
を
表
す
と
い
う
よ
う
に
、
場
面
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

『
源
氏
物
語
』
と
は
相
違
す
る
。

 
4
は
、
四
の
宮
が
、
論
旨
の
行
列
の
最
後
に
姿
を
見
せ
た
摂
政
悪
世
に
、

「
や
」
と
声
を
か
け
る
と
い
う
例
で
、
前
掲
の
三
例
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
法
と
比
べ
る
と
、
『
源
氏
物
語
』
の
感
動
詞
は
、
か
な

り
局
限
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

「
や
や
」

『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
一
面

 
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
一
例
見
え
る
が
省
略
す
る
。

 
『
落
窪
物
語
』
に
は
三
例
あ
る
。

1
（
あ
こ
ぎ
ハ
）
人
も
寝
し
づ
ま
り
に
け
れ
ば
、
．
「
や
や
」
と
、
み
そ
か
に
よ
り
て

 
へ
や
の
戸
う
ち
叩
く
。
（
落
窪
姫
ハ
）
音
も
し
給
は
ず
。
（
巻
之
一
 
一
〇
二
ぺ
）

2
（
少
将
↓
少
輔
）
「
や
＼
、
起
き
給
へ
。
聞
ゆ
べ
き
事
あ
り
て
な
ん
ま
う
で
来
た

 
る
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
之
二
 
一
二
九
ぺ
）

3
（
北
の
方
↓
左
衛
門
佐
・
越
前
守
）
「
や
＼
。
此
の
御
返
事
申
せ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
之
四
二
一
九
ぺ
）

 
三
例
と
も
相
手
の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
呼
び
か
け
の
感
動
詞
と
見
ら
れ

る
。

『
枕
草
子
』
に
は
四
例
あ
る
。

1
し
ひ
て
せ
ば
が
り
い
つ
れ
ば
、
権
中
納
言
の
、
「
や
や
、
ま
か
り
ぬ
る
よ
し
」

 
と
て
、
う
ち
ゑ
み
給
へ
る
ぞ
め
で
た
き
。
（
三
五
段
八
○
ぺ
）

2
「
誰
か
沓
に
か
あ
ら
ん
、
え
知
ら
ず
」
と
主
殿
司
、
人
々
の
い
ひ
け
る
を
、

 
「
や
や
、
方
弘
が
き
た
な
き
も
の
ぞ
」
と
て
、
い
と
ど
さ
わ
が
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
五
六
段
一
〇
〇
ぺ
）

3
右
の
人
、
「
い
と
く
ち
を
し
く
、
を
こ
な
り
」
と
う
ち
わ
ら
ひ
て
、
「
や
や
、

 
さ
ら
に
え
知
ら
ず
」
と
て
、
口
を
ひ
き
垂
れ
て
、
「
知
ら
ぬ
こ
と
よ
」
と
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
四
三
段
二
〇
二
ぺ
）

4
子
の
四
つ
五
つ
な
る
は
、
（
略
）
親
の
来
た
る
に
所
得
て
、
「
あ
れ
見
せ
よ
、

 
や
や
、
は
は
」
な
ど
ひ
き
ゆ
る
が
す
に
、
（
一
五
二
段
二
〇
七
ぺ
）

 
物
語
作
品
で
は
な
い
が
、
会
話
文
が
よ
く
出
て
来
る
の
で
、
比
較
の
対
象
と
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『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
一
面

し
て
取
り
上
げ
る
。

 
1
と
3
の
引
用
文
中
に
「
う
ち
ゑ
み
給
へ
る
」
「
う
ち
わ
ら
ひ
て
」
な
ど
の

動
作
表
現
も
出
て
来
て
、
呼
び
か
け
の
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
『
源
氏

物
語
』
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
場
面
の
感
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
。

『
大
鏡
』
に
は
三
例
あ
る
。

1
出
車
よ
り
扇
を
さ
し
い
だ
し
て
、
「
や
＼
、
も
の
申
さ
む
」
と
、
女
房
の
き

 
こ
え
け
れ
ば
、
（
頼
忠
 
九
四
ぺ
）

2
な
が
え
の
と
な
が
ら
、
た
か
や
か
に
、
（
道
長
↓
道
隆
）
「
や
＼
し
と
御
あ
ふ
ぎ

 
を
な
ら
し
な
ど
せ
さ
せ
た
ま
へ
ど
、
（
道
隆
一
七
七
ぺ
）

3
（
伊
二
二
）
ふ
と
り
た
ま
へ
る
人
に
て
、
す
が
や
か
に
も
え
あ
ゆ
み
の
き
た
ま

 
は
で
、
登
池
殿
の
ほ
そ
ど
の
＼
小
蔀
に
を
し
た
て
ら
れ
給
て
、
「
や
＼
」
と

 
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ど
、
（
道
隆
一
八
三
ぺ
）

3
は
、
伊
周
が
、
機
敏
に
動
け
ず
、
窮
地
に
追
い
や
ら
れ
た
場
面
で
使
わ
れ
た

 
緊
張
の
表
現
と
採
れ
る
が
、
他
の
二
例
は
呼
び
か
け
の
語
で
あ
る
。

『
栄
花
物
語
』
は
、
＝
二
例
と
多
く
用
い
ら
れ
る
。
二
つ
に
分
け
て
挙
例
す

る
。1

．
緊
張
（
緊
迫
）
し
た
情
景
を
表
す
も
の

一
．
2
こ
の
男
君
達
、
「
や
や
、
も
の
け
た
ま
は
る
。
今
さ
ら
に
何
か
は
御
殿

 
籠
る
。
起
き
さ
せ
た
ま
は
ん
」
と
聞
え
さ
す
る
に
、
す
べ
て
奇
い
ら
へ
も
な

 
く
驚
か
せ
た
ま
は
ね
ば
、
寄
り
て
、
「
や
や
」
と
聞
え
さ
せ
た
ま
ふ
に
、
こ

 
と
の
ほ
か
に
見
え
さ
せ
た
ま
へ
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
 
花
山
た
つ
ぬ
る
中
納
言
一
〇
八
・
一
〇
九
ぺ
）

 
院
の
女
御
（
下
町
）
が
頓
死
す
る
場
面
で
あ
る
。
庚
申
の
夜
に
、
脇
息
に
寄

り
掛
か
っ
て
寝
入
っ
た
女
御
を
、
男
た
ち
が
起
こ
し
に
い
っ
て
、
事
の
重
大
さ

に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
初
め
の
「
や
や
」
は
、
呼
び
か
け
の
例
の
方
に
入
る

が
、
後
の
そ
れ
は
、
異
常
さ
に
気
づ
い
て
発
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
緊

迫
し
た
情
景
が
描
出
さ
れ
て
い
く
。

3
（
長
家
室
〈
斉
信
女
〉
↓
父
・
母
）
「
（
略
）
い
か
に
思
さ
ん
ず
ら
ん
」
と
ば
か
り
の

 
た
ま
へ
ば
、
「
や
や
、
い
か
に
思
さ
る
る
ぞ
」
と
、
大
納
言
殿
も
母
北
の
方

 
も
っ
と
と
ら
へ
た
て
ま
つ
り
て
、
も
の
も
お
ぼ
え
た
ま
は
ぬ
ほ
ど
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
十
七
こ
ろ
も
の
た
ま
二
三
ぺ
）

 
長
家
室
〈
斉
信
女
〉
が
、
両
親
に
自
分
が
先
立
つ
不
孝
を
詫
び
た
の
に
対

し
、
両
親
が
驚
愕
し
て
発
し
た
語
で
あ
る
。

4
さ
れ
ど
、
お
ほ
か
た
は
変
ら
ぬ
こ
と
ど
も
な
れ
ば
、
（
郵
信
ま
た
は
長
家
の
心
中
）

 
「
や
や
、
こ
は
い
か
に
」
と
の
み
こ
そ
お
ぼ
め
か
せ
た
ま
へ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
十
七
こ
ろ
も
の
た
ま
二
七
ぺ
）

 
前
掲
の
例
に
続
く
場
面
で
、
亡
き
女
の
部
屋
の
様
子
は
一
部
を
除
き
殆
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
女
は
こ
の
世
の
人
で
な
い
事
態
に
、
親
の
斉
信
ま
た
は

夫
の
長
家
が
発
し
た
語
で
あ
る
。
異
常
さ
の
な
か
の
緊
迫
感
が
「
や
や
」
に

よ
っ
て
描
出
さ
れ
て
い
る
。

5
（
公
任
大
納
言
ハ
）
さ
て
帰
ら
せ
た
ま
ひ
て
は
、
わ
が
御
乳
母
の
尼
君
の
が
り
さ

 
し
の
ぞ
か
せ
た
ま
へ
れ
ば
、
や
や
と
か
し
こ
ま
る
け
は
ひ
も
、
い
と
あ
は
れ
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な
れ
ば
、
（
第
二
十
七
 
こ
ろ
も
の
た
ま
 
四
六
ぺ
）

 
公
任
大
納
言
が
乳
母
の
尼
君
の
と
こ
ろ
を
覗
く
と
、
尼
君
が
恐
縮
す
る
様
子

が
「
や
や
」
を
伴
っ
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
「
や
や
」
は
、
同
じ
作

品
の
「
や
」
の
2
と
類
似
し
、
実
際
に
発
す
る
感
動
詞
と
い
う
よ
り
、
緊
張
し

た
動
作
や
状
態
を
表
す
語
と
な
っ
て
い
る
と
も
説
明
で
き
よ
う
。

6
（
妖
子
ノ
）
御
気
色
の
例
な
ら
ず
お
は
し
ま
せ
ば
、
（
道
長
）
「
や
や
、
参
り
は
べ

 
り
」
と
申
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
（
第
二
十
九
た
ま
の
か
ざ
り
＝
二
〇
ぺ
）

7
殿
の
御
前
（
道
長
）
、
御
衣
を
ひ
き
の
け
つ
つ
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、

 
「
そ
ら
ご
と
と
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。
や
や
」
と
申
さ
せ
た
ま
ひ
、
御
数
珠
を
押

 
し
も
ま
せ
た
ま
ひ
て
、
（
第
二
十
九
 
た
ま
の
か
ざ
り
 
＝
二
三
ぺ
）

 
右
の
二
例
は
、
皇
太
后
芸
子
の
病
が
悪
化
し
、
臨
終
直
前
に
父
道
長
が
参
上

し
、
6
の
よ
う
な
「
や
や
」
が
用
い
ら
れ
、
亡
骸
と
な
っ
た
芸
子
に
呼
び
か

け
た
「
や
や
」
が
7
の
例
で
あ
る
。
前
掲
の
4
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ

う
。H

．
呼
び
か
け
の
も
の

1
一
の
宮
お
は
し
ま
し
て
、
「
お
と
ど
、
や
や
起
き
よ
起
き
よ
。
馬
に
せ
ん
」

 
と
起
し
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
ば
、
（
第
十
三
 
ゆ
う
し
で
 
一
二
二
ぺ
）

 
堀
河
女
御
延
子
と
そ
の
父
左
大
臣
が
悲
嘆
に
く
れ
て
臥
し
て
い
る
と
こ
ろ

へ
、
一
の
宮
（
敦
貞
親
王
）
が
や
っ
て
来
て
、
呼
び
か
け
る
語
で
あ
る
。

2
な
ほ
ふ
り
が
た
き
御
か
た
ち
な
り
か
し
と
御
覧
じ
て
、
（
小
一
条
院
ハ
女
御
ヲ
）

 
「
や
や
」
と
お
ど
ろ
か
し
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
十
三
ゆ
う
し
で
一
二
四
ぺ
）

『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
の
一
面

 
小
一
条
院
が
女
御
延
子
を
訪
問
す
る
場
面
で
、
臥
し
て
い
る
延
子
に
呼
び
か

け
る
語
で
あ
る
。

3
さ
て
の
み
あ
る
ほ
ど
も
久
し
け
れ
ば
、
（
頼
光
ハ
催
促
シ
テ
）
「
や
や
」
と
た
び
た

 
び
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
（
第
二
十
三
 
こ
ま
く
ら
べ
の
行
幸
 
四
二
一
ぺ
）

 
関
白
頼
光
が
、
競
馬
の
出
走
を
促
す
語
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
て
て

4
二
郎
君
、
三
郎
君
、
と
ど
め
き
お
は
し
て
、
「
や
や
、
大
尉
が
お
は
し
た
り

 
け
る
を
知
ら
で
、
今
ま
で
来
ざ
り
け
る
は
痴
れ
た
り
け
る
わ
ざ
か
な
」
「
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ほ

 
は
れ
、
わ
れ
は
頸
に
か
か
ら
ん
」
「
わ
れ
は
膝
に
こ
そ
み
め
」
な
ど
競
ひ
争

 
ひ
騒
ぎ
あ
は
せ
た
ま
へ
ば
、
（
教
理
）
「
い
で
、
あ
な
も
の
狂
ほ
し
。
・
か
う
な
仕

 
う
ま
つ
り
そ
仕
う
ま
つ
り
そ
」
と
制
し
き
こ
え
た
ま
ふ
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
十
七
 
こ
ろ
も
の
た
ま
 
四
四
ぺ
）

 
出
家
を
決
意
し
て
来
訪
し
た
祖
父
公
任
に
、
外
孫
た
ち
が
甘
え
か
か
る
場
面

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
父
親
の
教
通
が
、
そ
れ
を
制
止
す
る
の
で
あ
る
が
、

「
仕
う
ま
つ
り
そ
」
の
語
句
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

5
（
信
長
ガ
）
御
前
の
高
欄
に
お
し
か
か
り
て
お
は
す
れ
ば
、
関
白
殿
見
た
て
ま

 
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
「
や
や
、
こ
ち
」
と
申
さ
せ
た
ま
へ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
第
二
十
八
 
わ
か
み
つ
 
八
七
ぺ
）

 
関
白
殿
（
道
長
）
が
、
六
歳
の
孫
の
信
長
に
呼
び
寄
せ
る
言
葉
に
使
わ
れ
て

い
る
。

 
だ
い
が
し
ら

6
大
頭
な
ど
い
ひ
て
、
例
の
恐
ろ
し
げ
に
筋
太
き
止
血
り
か
け
て
、
さ
す
が

 
に
う
る
は
し
く
て
渡
る
、
馬
に
乗
り
て
持
た
れ
ば
、
（
見
物
人
ハ
）
心
々
に
て
、

 
「
や
や
」
と
い
ふ
ほ
ど
も
を
か
し
。
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（
第
三
十
三
 
き
る
は
わ
び
し
と
な
げ
く
女
房
 
二
八
一
ぺ
）

 
御
心
の
行
列
の
見
物
で
あ
る
大
頭
に
、
見
物
人
達
の
歓
声
が
、
「
や
や
」
に

よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
前
掲
「
や
」
の
4
の
四
の
宮
が
三
家
に

呼
び
か
け
た
も
の
の
畳
語
と
も
見
徹
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 
こ
の
例
な
ど
を
見
る
と
、
『
栄
花
物
語
』
で
は
、
「
や
」
と
「
や
や
」
を
区
別

し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
佐
藤
定
義
『
栄
花
物
語
の
文
法
的
研
究
』
（
一

九
八
八
年
）
の
説
く
と
こ
ろ
に
従
う
べ
き
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
や
」

の
1
2
3
の
よ
う
な
用
法
と
「
や
や
」
の
＝
二
例
を
全
体
と
し
て
比
べ
る
と
、

区
別
さ
れ
て
い
る
傾
向
も
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

 
 
お
わ
り
に

 
一
節
に
、
擬
古
物
語
『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
感
動
詞
の
例
を
取
り
上
げ

て
『
源
氏
物
語
』
と
の
比
較
の
端
緒
と
し
た
が
、
そ
こ
で
の
前
斎
宮
の
会
話
に

は
感
動
詞
の
繰
り
返
し
も
見
ら
れ
た
。
感
動
詞
以
外
の
繰
り
返
し
を
、
次
に
引

い
て
見
る
。

 
○
（
兵
衛
佐
）
「
ま
た
人
や
お
は
し
ま
す
」
と
問
へ
ば
、
（
前
斎
宮
）
「
無
し
と
言
へ

 
 
言
へ
」
と
突
き
た
ま
へ
ば
、
（
小
宰
相
）
「
人
も
侍
ら
ず
」
と
言
ふ
。
（
兵
衛
佐
）

 
 
「
さ
ば
、
携
れ
と
物
は
仰
せ
ら
る
る
ぞ
」
と
い
へ
ば
、
（
前
斎
宮
）
「
風
の
吹

 
 
き
つ
る
と
を
言
へ
言
へ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
ま
た
さ
言
ふ
。
（
兵
衛
佐
）
「
あ

 
 
や
し
か
り
け
る
風
か
な
」
と
て
、
（
兵
衛
佐
）
「
跡
な
き
方
に
行
く
舟
も
」

 
 
な
ど
、
し
の
び
や
か
に
う
ち
詠
め
て
逼
り
み
た
る
。
（
巻
六
）

 
現
女
帝
の
異
母
妹
に
当
た
る
狂
気
の
前
斎
宮
は
、
今
は
亡
き
母
御
匡
殿
の
旧

邸
に
住
ん
で
、
叔
母
に
当
た
る
大
納
言
の
君
と
い
う
尼
に
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
狂
気
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
侍
女
た
ち
と
痴
態
に
耽
り
、
右
大
将
の
よ
う
な

人
に
も
そ
の
様
を
見
ら
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
様
様
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
書
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
右
に
引
用
の
一
節
は
、
狂
前
斎
宮
か
ら
寵
愛
（
痴
態
）
の

相
手
と
さ
れ
て
い
る
小
宰
相
の
と
こ
ろ
に
、
兄
の
兵
衛
佐
が
妹
の
こ
と
を
心
配

し
て
訪
ね
て
く
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
嫉
妬
す
る
宮
と
小
宰
相
と
兵
衛
佐

と
の
会
話
の
や
り
と
り
が
書
か
れ
て
お
り
、
総
体
的
に
は
平
安
和
文
で
あ
る
。

し
か
し
、
会
話
中
の
言
い
方
に
は
『
源
氏
物
語
』
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
傍
線
部
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
言
へ
言
へ
」
に
関
し
て
”
狂

宮
の
、
が
さ
つ
で
せ
っ
か
ち
な
物
言
い
”
と
す
る
注
も
あ
り
、
間
違
い
と
も
断

じ
得
な
い
が
、
平
安
の
皇
族
・
貴
族
が
実
際
の
会
話
で
、
こ
の
よ
う
な
言
い
方

を
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
前
節
の
『
栄
花
物
語
』
の

「
や
や
」
の
■
．
1
の
例
文
中
の
一
の
宮
の
「
起
き
よ
起
き
よ
」
、
4
の
例
文
中

の
教
通
の
「
か
う
な
仕
う
ま
つ
り
そ
仕
う
ま
つ
り
そ
」
は
皇
族
・
貴
族
の
繰
り

返
し
表
現
の
一
例
と
で
き
よ
う
。

 
『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
に
は
こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し
表
現
は
、
第
二
節
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ

②
の
田
舎
者
大
夫
監
の
「
実
り
く
」
に
見
ら
れ
る
が
、
他
に
は
多
く
一
般
に

 
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
又
、
別
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 
が
、
『
源
氏
物
語
』
の
会
話
文
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
登
場

 
人
物
の
セ
リ
フ
で
は
あ
っ
て
も
、
当
時
の
皇
族
・
貴
族
の
日
常
会
話
の
実
態

 
を
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
地
の
文
の
一
種
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

 
と
し
て
、
作
者
が
細
心
の
注
意
を
払
い
、
意
図
的
に
整
え
、
そ
れ
が
語
り
手
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る に
。 よ

っ

て
N

読
者
（
聴
者
）
に
発
信
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

使
用
テ
キ
ス
ト

『
源
氏
物
語
』
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
栄
花
物
語
』
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
落
窪
物
語
』
『
紫
式
部
日
記
』
『
枕
草
子
』
『
大
鏡
』

…
日
本
古
典
文
学
大
系
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